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1 7 　 気 道 閉 塞 と 全 周 性 の 食 道 粘 膜 剥 離 を き た し た

塩化ベンザルコニウム中毒の 1例

本 田 博 之 ・ 関 口 博 史 ・ 宮 島 衛

田 中 敏 春 ・ 熊 谷 謙 ・ 廣 瀬 保 夫

飯 沼 泰 史 ・ 山 崎 芳 彦

新潟市民病院救急救命 セ ン タ ー

【緒言】 塩化 ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム 服用 によ り気道

閉塞 と全周性の 食道粘膜剥離をき た した症例を経

験 した .

〔症例〕90 歳男性, 来院時気道は開通して い た

た め気管挿管は行わず,
ス テ ロ イ ドの 投与と誤瞭

性肺炎に対する治療を行う こ と と した .

【経過】 経鼻胃管を挿入で きず断念 した . 入 院

2 0 時間後に気道狭窄の 所見 が著明と なり気管挿

管 した
. 上部消化管内視鏡で全周性の食道粘膜剥

離を認めた . 9 日間 の 挿管管理 と 2 2 日間の絶食を

要 した .

【考察】 塩化ベ ン ザル コ ニ ウ ム は粘膜障害作用

か ら急激に気道閉塞 をきた しうる . また
, 食道粘

膜損傷が重篤な場合は治療手技が危険で さえあり

うる .

【結語】 腐食性薬剤の 服 用例で は物理 的損傷の

程度 を早期 に精査 し
, 治療方針を決定する必要が

ある .

1 8 　 気 道 熱 傷 の 喉 頭 浮 腫 の 表 あ と し て の 経 時 的 頚

部 エ コ ー の 有 用 性
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全身熱傷に伴う気道損傷の 評価方法と して
, 頚

部 エ コ ー に より喉頭蓋の経時的変化をモ ニ タ ー し

た症例を経験 した の で報告する .

測定 は 1 0 M E z の リ ニ ア プ ロ
-

ベ で 行 い
, 水平

断 で評価 した .

症例 1 は 23 歳男性で
,

2 度 2 8 % の 全身熱傷症

例で あ っ た . 入院後挿管し人工呼吸管理 とな っ た .

入院後 5 時間後の 喉頭蓋前後計 は 0 .3 5 c m で男性

正常値の 0 .2 c m 以下 に なる まで 6 日間を要 した
.

症例 2 は 23 歳女性で 2 度 15 % の 全身熱傷であ っ

た . 入 室暗か ら
, 女性正常値の 0 .15 c m 以下 で推

移 し
, 気道管理 を要しなか っ た . 以上か ら, 経時

的な頚部エ コ ー

による気道評価は, 非侵襲的で 気

道評価法 の
一

つ と して有用で はない か と考えられ

た .
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柾 木 永 ・ 海 老 根 美 子 ・ 田 中 剛

長岡赤十字病院麻酔科

Ⅰ . 年寺 別 講 演

｢循環器麻酔科医最前線―循環を科学し,護り,

そ し て 拡 め る 」
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